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３　経営目標・評価項目・評価・達成状況

7月 1月

達成値 達成値

担
当

１．基礎的・基本的な
学力の定着を図る

２．算数科中心とした
授業研究を通して、児
童の学ぶ意欲を引き出
し、資質・能力の向上
を図る

〇ぐんぐんタイムでは、漢字や
言葉・計算の復習を行い、学力
の定着を図る。
〇デジタル教材やICTを効果的に
用いた分かりやすい授業づくり
や自分の考えを伝え合い深め合
う授業づくりに取り組む。

◯既習内容と比較させること
で学びをつなげ、根拠を持っ
て考えさせる。
◯児童が自分の考えをもち、
それを説明すること（発言や
ノートへの記述）ができるよ
うにするための教材づくりや
環境設定、ファシリテートを
行う。

①国語・算数・理科の単
元末テストにおける学級
平均到達度の割合
②全国学力学習状況調査
の到達度で、全国平均を
上回る児童の割合

児童アンケートにおける肯定的評価
の割合       〈アンケート項目〉
①授業で、自分の考えを発表する機
会では、自分の考えがうまく伝わる
よう、資料や文章、話の組立てなど
を工夫して発表している。
②授業では、課題の解決に向けて、
自分で考え、自分から取り組んでい
る。
③学級の友達との間で話し合う活動
を通して、自分の考えを深めたり、
広げたりすることができている。
④学習した内容について、分かった
点や、よく分からなかった点を見直
し、次の学習につなげることができ
ている。
⑤算数の勉強は好きだ。
⑥算数の勉強は大切だ。
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令和６年度　  学　校　評　価　自　己　評　価　表

評
価 短期経営目標の達成状況 改善方策

評価計画 自己評価

中期経営目標 短期経営目標 目標達成のための手だて

１　学校教育目標　自ら学び　自ら考え　協働できる　心豊かな子供の育成

２　経営理念　ミッション：「地域を愛し、地域に愛され、信頼される」学校　　ビジョン：「子供の成長の姿で教育の成果を見せる」学校　

達
成
度

目
標
数
値

評価指標

①
低

87％
中

85％
高

80％
②

60％
確
か
な
学
力

意欲を持ち主
体性を発揮す
る子供の育成

80%

〇児童自らが運動に参加できる様、
執行委員会を中心に異学年遊びを計
画する。
〇体育委員会と連携して、その時期
に合った外遊びを全体に提案する。
〇水泳、持久走大会時等に、昨年度
自身の記録や目標とを比較させ、自
分で目標(数値)を立てさせ、運動へ
の意欲を持たせる。
〇生活がんばり週間や保健教育（指
導）を通じて、健康的で規則的な生
活習慣の必要性を考えさせ、その定
着を図り、基礎体力向上の基盤をつ
くる。

児童アンケートにおけ
る肯定的評価の割合
①自分から進んで体を
動かすことができる。
②自分の心や体のため
に、早ね早起き朝ごは
んを続けることができ
ている。

豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体

豊かな関わり
合いができ，
たくましく生
きる子供の育
成

３．生徒指導・特別活
動を中心に児童の主体
的な行動を充実させ、
自己肯定感を育てる

４．児童の意欲を引き
出し、目標やめあてを
もって自ら体力や生活
を向上させようとする
児童を育てる

○特別活動を通して、自分・学級・
学校・地域をよりよくするために、
自ら取り組める環境を整えること
で、主体的・自治的な行動を促す。
・児童会執行委員を中心に挨拶運動
を行い、毎月「挨拶名人」の表彰を
行う。
・運動会等の行事に向け一人一人に
目標設定させるとともに、目標の振
り返りを行う。
・学校全体で「友達のいいところ見
つけ」を継続的に行う。

児童アンケートにおける肯定的評価
の割合       〈アンケート項目〉
①レベル５（自分から　相手に聞こ
える声で　相手の目を見て　立ち止
まって）の挨拶をすることができて
いる。
②自分の決めた目標に向かって努力
できた。
③周りの人のために自分で考えて行
動することができた。
④友達が頑張っていたり困っていた
りした時に、協力することができ
た。
⑤友達のよいところをたくさん見つ
けることができた。

①
90%

②
80％

85%

「地域の良いところ・自慢
できること」を２つ以上か
ける児童の割合（１～４
年）
「地域のために役立つこと
をしたいと思う」の項目に
おける肯定的評価の割合
（５・６年）

学期末保護者アンケートの
①「お子さんを三和小学校
に通わせて良かったと思
う」②「子どものことにつ
いて、先生方に気軽に相談
できる」の項目における肯
定的評価の割合

信
頼
さ
れ
る
学
校

保護者・地域
に信頼される
学校づくり

５．一人一人の児童が
安心して伸び伸びと力
が発揮でき、保護者が
行かせたいと思える学
校を創る

６．地域教材・人材の
活用で、地域への関心
や貢献の意欲を高める

〇学校便りや学級通信を通して、学
校の取組や児童の様子を積極的に発
信する。
○普段から児童の様子をしっかりと
つかみ、学級懇談や個人懇談で児童
や学級の良さや伸ばしてほしいこと
などを保護者に伝える。

○総合的な学習の時間の地域学習や
本物体験事業を中心に、地域のよさ
にふれさせる。
○地域人材を活用してふれ合うこと
で、地域への愛着をもたせるととも
に、地域に貢献しようとする気持ち
を育む。

①
90%
②
90%

85%


